
鳩

j

系
目
録
+

(

第
三

巷

九

三

八

1
九

七

八

頁
､

第
四

巷

九
三

六

-
九

七

八

頁
)

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

目
鐘
は

J
e

賀
n
e

ど
ヨ
p

昌
ユ
①

→

指
導
の

も
と

に
一

三

〇
種
類
飴
の

著
書
､

難
詰
(

た

ん
に

法
律
雑
誌
だ

け
で

な

く
､

よ

り
一

般
的
な

雑
誌
､

ま

た

は

と

き
お

り

国
際
的
な

法

律
問
題
を
と

り

あ
つ

か

う
こ

と
の

あ
る

各
種
の

専
門
雑
誌
を

も
ふ

く

む
)

そ
の

他
か

ら

集
め

ら

れ

た

国
際
法
お

よ
び

国
際
関
係
の

文
献
(

フ

ラ

ン

ス

語
で

か

か

れ
た
)

の

目
録
で

あ

り
､

そ

れ

が

膿
系
的
に

(

一

.
般
､

国
魔

法
の

淵

漁
､

国

際

法
の

圭

患
､

一

般
的

国

際
機
構
､

地

域

的

磯
構
､

国
際

公

域
､

国

際
法
の

特

殊

問
題
､

技
術

援

助
､

紛

争
の

平

和

的

解

決
､

安
全

保

障
､

戦
争

法
､

内

乱
･

薮
乱
､

国

際

関

係
に

分
類
さ

れ
､

さ

ら
に

そ

れ

ぞ
れ

が

細

分
さ

れ
て

い

る
)

整
理
さ

れ

て

い

る
｡

少
く

と
も

新
し
い

フ

ラ
ン

ス

語
の

文
献
の

目
録
に

関

す
る
か

ぎ

り
､

こ

れ

ほ

ど

ゆ

き

と

ど
い

た

も

の

は

他
に

な
い

で

あ

ろ

う
｡

毎
巷
そ
の

年
度
中
に

饅
表
さ

れ

た

闇
係
文
献
を
こ

の

よ

う
に

網
羅
的
に
､

か
つ

髄
系
的
に
､

か

な
り

打

頁
教
を

さ
い

て

掲
載
し

て

い

る
こ

と

は
､

た

し
か

に

こ

の

年
鑑
の
一

つ

の

特
色
で

あ

り
､

ま
た

そ

の

利
用
債
値
を
一

段

と

高
め
る

も

の

で

あ

ろ

う
｡

な
お

｢

教
育
と

合
議
+

の

項
(

第
三

巷

九

ヽ

ヽ

ヽ

九
一

-
九

九

九

頁
､

第

四

巷

九

九
六

-
一

〇

〇

三

頁
)

に

は
､

第
三

名

に

｢

フ

ラ
ン

ス

に

お

け

る

国
際
法
教
育
一

■
九
五

六

-
一

九

五

七

年

度
+
､

評

｢

国
際
法
草
食
第
五

八

合
期
+

､

｢

欧
洲
石
炭
銭
鋼
共
同
髄
に

関
す
る
､

､

､

ラ

ノ
､

ス

ト
レ

サ

国
際
合
議
+

お

よ

ぴ

｢

ヘ

ー

グ

国
際
法
ア

カ

デ

ミ

ー

国
際

ヽ

ヽ

ヽ

法
･

国
際
関
係
研
究
セ

ン

タ

ー
+

の

記
事
が
､

ま

た

第
四

巷
に

は

｢

フ

ラ

青

ン

ス

に

お

け

る

国
際
法
教
育
一

九
五

七

-
一

九
五

八

年
度
+
､

｢

国
際
法
協

仰

舶

朋
郎
朋

㌍
附

絹
絹

調
叩

ハ

鎚
朋
朋
醐
納
鮒

鮎
関
鵬

究
セ

ン

タ

ー
+
､

｢

ヘ

ー

グ

国
際
法
ア

カ

デ
､
､

､

-

国
際
法
･

国
際
関
係
研
究

セ

ン

タ

ー
+

お

よ
び

｢

エ

ッ

ク
ス

･

マ

ル

セ

一

千
の

討
議
と

国
際
裁
判
の

危
機
+

に

つ

い

て

の

記
事
が

の

っ

て

い

る
｡

巻
末
に

は
､

ア
ル

フ

ァ

ベ

ァ

ト

傾
､

引
用
判
決
､

引
用
倹
約
･

協
定
等

の

か

な

り
よ

く

整
っ

た

索
引
が

付
さ
れ

て

い

る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

な

お

第
四

巷
の

巻
頭
に

ジ
ョ

ル

ジ

:
セ

ル

数
授
の

｢

イ
ン

･

メ

モ

リ

ア

ム

ジ
ル

ベ

ー

ル

･

ジ

デ
ル

教
授
+

が

あ

り
､

一

九
五

八

年
七

月
二

二

日
に

死
去
し

た
ジ

デ
ル

教
授
の

輝
か

し
い

生
涯
と

業

績
を

た

た

え

て

い

る
｡

ジ

デ
ル

教
授
は
こ

の

年
鑑
の

顧
問
で

も

あ
っ

た

し
､

ま
た

創
刊
故
に

序
文
を

よ

せ
て

い

た
｡

(

一

九

六

〇
･

八
･

五
)

(

小

樽

商
大

講

師
)

E
･

A

エ
ア

ク
ハ

ル

ト

編
『

サ

リ
ー

法
典
』

R
.

A
.

宮
村

F

宅
d
t
}

勺
P
O

ど
の

ー

e

g
-

仏

S

巴
-

O

P
e
･

1
.

空
已
中
F

2
日

粥

弓
ロ

P

00

○

ゴ
t

2
-
･

→
e

已
･

G
α

き
一

点
e

n

+
漂
今

〔
H
〕

-
H

⊥
.

巴

→
芹
e
-

.

→
e

已
.

G

賢
t
-

β
的
e

n
.

-

芝
山
.

〔

H
I

⊥
〕

I
H

-
N
.

内
P

官
t

已
覧
-

e

β

亡

已

3

ゴ
t

e
-
･

→
e

已
･

G
む

き
ど
g
e

ロ

･

-

濃
か

〔
Ⅰ

Ⅰ

-
N

〕

F
e

榊

S

巴
-

○

ぎ

ー

0

0

ゴ
t

e
-

･

→
e

已
.

弓
e
-

2

賀
-

諾
ぃ
･

〔
H

I
l

〕

(

G
e

呂
呂
e

n

墨
U

E
e
.

け

訂

喜

句
｡
-

的
e
･

A

ぎ
e
-

-

§
g

弓
e

是
e

丁

目
P
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岩
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e
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j

N
e
-

t

聖
U

ビ
ュ
許
.

田
d
.

-

野
N
.

-

¢

訣
.

S
.

山

設
-
い

¢

今

♂
O
N

弓
.

S
.

山

爪

あ
.

ニ

ュ

ッ

ク
ハ

ル

ト
の

新
刊
本
の

中
で

行
わ

れ
て

い

る

準
備
研
究
(

せ
d
.

H
.

S
■

-

叫

1
N
い

∞
-

山
戸

H
I

⊥
.

S
.

-

叫

-
況
〉

出

チ
. H
H
H
.

S
.

や

-
浩
.

)

.
で

は
､

従
束
学
界
で

論
議
の

封
象
と

な
っ

た

諸
問
題
､

す
な
わ

ち

サ

リ
ー

法
典
の

プ
ロ

ロ

ー

グ
､

エ

ピ

ロ

ー

グ
､

附
加

勅
令
､

マ

ル

ベ

ル

ク

註
繹
､

貨
幣
制

度
の

問
題
な

ど

殆
ん

ど
あ

ま

す
と
こ

ろ

な

く

検
討
さ
れ
､

文
字
通
り
そ

れ

は

サ

リ

ー

法
典
に

関
す
る

綜
合
的

研
究
で

あ
る

が
､

そ

の

中
で

特
に

テ

ク

ス

ト

批
判
お

よ
び

法
典
成
立

史
の

問
題
が

中
心

と

な
っ

て

い

る
の

で
､

以

下
私
は
こ

の

二

つ

の

問
題
を

中
心

と

し
て

ニ

ッ

タ

ハ

ル

ト
の

研
究
に

つ

い

て

述
べ

て

み

た
い

｡

m

テ

ク

ス

ト

批
判

サ

リ

ー

法
典
の

テ
ク

ス

ト

を

侍
え

て

い

る

現
存
手
書
本
は
､

エ

ァ

ク

ハ

ル

ト

に

よ
っ

て
､

断
片
を

含
め

て

全
部
で

八

十
四

駐
が

あ

げ

ら

れ

て

い

る
｡

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

は
､

こ

れ

ら

手
書
本
に

番
哉
を

附
し
､

そ

れ

ら

に

よ

っ

て

博
え

ら
れ

て

い

る

法
典
の

テ

ク

ス

ト

を

次
に

示

す
よ

う
に

A
､

B
､

C
､

D
､

E
､

E

の

六

種
(

厳

密
に

い

え

ば

そ

の

ほ

か

に

S

お

よ

ぴ

Ⅴ

の

評

二

種
を

あ

げ
て

い

る

の

で

合

計

八

種
と

な

る
)

に

分
け
て

い

る

が
､

こ

の

分
顆
は
､

あ
の

ヘ

ッ

セ

ル

ス

の

刊
本
に

お
い

て

行
わ

れ
､

H
･

ブ
ル

ン

ナ

(

6
)

-

に

よ
っ

て

も

踏
襲
さ

れ

て

来
た

古
典
的
分
類
と

ほ
ゞ

一

致
す
る

も

の

で

(′57 ) 書

あ

る
｡

→
e

賢
E
監
S

e

A
(

訟

→
-

t

e
-

)

出
払
.

A
-

-
A
■

→
①

邑
E
p
s

冨

せ

(

監

ゴ
t

O
-

)

→
e

已
E
P
∽

芳

C

(

訟

ゴ
t

e
-

)

H
仏
.

C
ひ

-
C
?

→
e

巴
E
p
の

琵

U
(

岩
○

→
芹
-

e

)

Ⅰ

野

口
り

-
D
?

→
e

邑
E
監
S

e

臼

(

¢

り

→
芹
e
-

)

H
∽
.

E
〓

-
E
-

¢

→
e

H
什

打
-

p

設
2

内

(

冒
+

コ
t

e
-

)

H
払
.

内
ニ

ー
内
空

こ

の

分
類
で

注
目
す
べ

き

鮎
は
､

エ

フ

ク
ハ

ル

ト
が
､

現
存
の

手

書
本

に

は

備
え
ら

れ

て

い

な
い

が
､

ヘ

ロ

ル

ド

刊
本
お

よ
び

若
干
の

手
書
本
に

部
分
的
に

そ

の

痕
跡
を

と

ど

め
て

い

る

も

の

と

し

て
､

B

テ
ク

ス

ト
の

存

在
を

想
定
し
て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

そ

し

て

ま

た
こ

れ

は

テ

ク

ス

ト

批
判

の

結
果
と

し
て

明
ら

か

に

さ

れ

る

こ

と
で

は

あ

る

が
､

サ
リ

1

法
典
の

こ

れ

ら

六

種
の

テ
ク

ス

ト
へ

の

分
化
は
､

エ

γ

ク
ハ

ル

ト

に

よ
れ

ば
､

そ

れ

が

テ

ク

ス

ト
の

停
承
上

の

攣
化
に

よ
っ

て

生
じ

た

も
の

で

は

な

く
､

法
典

テ

ク

ス

ト
の

新
な
る

編
纂
に

ょ
っ

て

生

じ

た
も

の

と

考
え

ら

れ
て

い

る

の

で

あ

り
､

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

は
こ

れ

ら

六

種
の

テ

ク

ス

ト

に

つ

い

て
､

六

十

五

章
よ

り

構
成
さ
れ

る

A
､

B
､

C
の

三

種
の

テ

ク

ス

ト

を
メ

ロ

ゲ
イ

ン

ガ

一

時
代
の

テ

ク

ス

ト
(

勺
p
O

ど
払

-

e

g
-

の

S

巴
訂
P
e
)

､

D

お
よ

ぴ

E

の

い

わ

ゆ
る

百

事
本
を

初
期
カ

ロ

リ
ン

ガ

一

時
代
の

テ

ク

ス

ト

(

｢
e

払
巴
r

C

P
)

､

七

十
章
の

写
ア

ク

ス

ト

を
カ

ー

ル

大
王

戴
冠
後
の

テ
ク

ス

ト
(

｢
e

H

S

巳
ど
P

内
P
→

○
-

-

n

且

と

呼
ん

で

い

る

の

で

あ
る
｡

と
こ

ろ

で

こ

れ

ら

八

十
教
鮎
の

現
存
手
書
本
の

中
で
､

わ

ず
か

に

二

鮎

の

み
が

八

世
紀
後
半
に

成
立

し

た
も

の

で

あ

り
､

他
は

す
ぺ

て

九
世
紀
以

後
の

も
の

で

あ

る
｡

し

た
が
っ

て
､

通
説
や
エ

γ

ク

ハ

ル

ト

に

し

た
が

い
､

サ
リ

ー

法
典
の

最
古
の

≠
ク

ス

卜

す
な

わ

ち

原
初
本
の

成
本
を

六

世
紀
初

頭
に

求
め
る

と

す
る

な

ら

ば
､

現
存
手
書
本
の

成
立

ま
で

に

は

す
く

な

く

一一l
一

と

も
二

世
紀
牛
以

上
の

時
間
的
経
過
が

存
在
す
る

わ

け
で

あ

り
､

こ

の

長

郎
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表
‾‾

は わ 第 つ ト 債 に 一 る 原 は 本 的 に て つ タ r三男
訂 る

ス ら 本 ク 後 れ 三 い の の よ に
0

初 原 間 に 要 い て ス

汁 こ ト 手 に ハ 過 た に て 此 換 っ 現 工 本 初 の 俸 請 る 倖 ト

卓羞義軍≡吉_真義讐誓賢芸姦墓
r

三善芸芸雲量孟夏董･
ト

頚･
の る を テ 此

､

る の テ る を め し 本 ′レ 近 系 係 て テ 嘗 て と
､

が も ク 較 A こ 規 ク 言 行 た
'

に ト い 諾 お い ク 然 い い

A
三言哲子欝言 と寓言葦真言宗ご誓言慧益晶子冨違嘉 〉箋

毒屋敷警雲量雛蓋掛,箋

上 の 列 方 し 第 研 可 ス ト 明 れ の 列
0

の ら
ノ

ニ‾
′箋
∫
J

二
7 '

司
ヰ‾1

さ ら 法 を あ が よ 原 方 を れ 範 討 意 公 に も
‾‡表

雷曾去乏璧
A
ミ

る す 律 演 る 侍 り 本 法 確 の 本 を 味 刊 多
'

､′7
ぺ る 畢 じ い え も あ 上 定 子

､

通 で に く 現 ▼
発

な ト 加 操 が い が い じ を ∴凄
..

法 ; 宏二苦孟孟三警
ヱ
至芸宣
言琴蓋警雷雲筆写嘉乏章子妻

-(2)
(

典 部 下 ン の 用 得 卜 敢 エ て い

史 典 よ 法 的 用 種 も 用 ハ り
'

1
二

.′
→ l

'

に E 結 ･ 惑

ぺ 郎 代
､

原 型 か で い
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≠

J

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
の

法
典
成
立
史
研
究
は
､

A
､

B
､

C
､

D
､

E
.

E

の

六

種
の

テ

ク

ス

ト
､

よ

り

正

確
に

い

え

ば

そ

れ

ぞ
れ

の

テ
ク

ス

ト

の

原

型
本
が

何
時
成
立
し

た

か

と
い

う
鮎
に

む
け

ら

れ
､

法
典
成
立

史
研
究
に

か

か

わ

る

諸
問
題
も

も
っ

ば

ら
こ

の

観
鮎
か

ら

論
じ

ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

場
合

､

エ

γ

ク

ハ

ル

ト

に

よ

れ

ば
､

A

テ
ク

ス

ト

に

先
行
す
る

テ
ク

ス

ト

は

存
在
し

な
い

か

ら
､

A

テ

ク

ス

ト
の

原
型
本
の

成
立

は
､

法
典
の

原
初

本
の

成
立

に

ほ

か

な

ら

な
い

｡

A

テ

ク

ス

ト
の

成
立

年
代
の

考
讃
に

あ

た
っ

て

は
､

第
一

に

若
干
の

手

書
本
に

俸
え

ら

れ

て

い

る

い

わ

ゆ

る

マ

ル

ベ

ル

ク

註
揮
が

六

世
紀
に

成
立

し

た

も
の

で

あ

る
こ

と
､

第
二
■
に

法
典
の

瞭
罪
金
の

規
定
に

見
ら

れ

る
一

ソ

リ
ド
ス

=

四

〇
デ

ナ
リ

ウ
ス

の

償
値
関
係
の

貨
幣
制
度
が

六

世
紀
の

メ

ロ

ゲ
イ

ン

ガ

ー

王

国
内
に

行
わ

れ
て

い

た
こ

と
､

第
三

に

サ

リ

ー

法
典
と

他
の

諸
史
料
と
の

関
係
､

す
な

わ

ち
一

方
で

は

酉
ゴ

ー

ト

法
エ

ゥ

リ
ッ

タ

王

法
典

(

C
O

計
対

内

喜
ど
ー

)

お

よ

び

ブ
ル

グ
ン

ド

法
典
が

サ

リ

ー

法
典

に

封
し
て

範
本
と

し
て

の

位
置
を

占
め
､

し
た

が
っ

て

サ
ワ

ー

法
典
の

成

立
は
ブ

ル

グ
ン

ド

法
典
の

成
立

以

後
.

す
な

わ

ち

早

く
と

も

四

七

四

年
以

後
で

あ

る
こ

と
､

他
方
で

は

六

世
紀
の

メ

ロ

ゲ
イ

ン

ガ

ー

諸
王
の

勅
令
特

に

｢

ヒ

ル

ペ

リ
ッ

ク

勅
令
+

(

E

巴
O

t

仁

m

C

E
-

勺
2

ユ
c
i

)

お

よ

ぴ

｢

ヒ

ル

評

デ
ベ

ル

ト

お

よ

び

ク

タ
ロ

ー

ル

の

平
和
維
持
の

た

め
の

協

定
+

(

評
凸

t

岳

( 5 9 ) 書

p

3
t

e

ロ
0

3
]

盲
○

訂

C

E
-

P
O

b
e

ユ
ー

e
什

C

E
O

旨
P

ユ
)

と

サ

リ
ー

法
典

と
の

関
係
か

ら
､

サ

リ
ー

法
典
の

成
立

は

右
の

勅
令
の

成
立

以

前
す
な

わ

ち

五
二

四

年
､

す
く

な

く

と

も
五

五

七

年
以

前
で

あ
る

こ

と
､

第
四
に

歴

史
的
背
景

､

す
な

わ

ち

サ

リ

ー

法
典
第
四

十
七

草
の

規
定

(

+

コ
t
･

毛
･

抑

}
･

雪

そ
息
←

苛

卜
一

骨
→
也

芸
t

曾
r

さ
○

宕
ユ
中

P

m

官

8

芸
e

阜
～
切

い

･
の
ロ

O
d

巴
t

言
ロ
ロ

ト

官
記

P

ま

C

溝
ど
ゴ
P

ユ
P

2
a

莞

阜
～
)

に

お

け

る

J

有
e

→

を
ロ

ワ

ー

ル

河

と

理

解
し
､

フ

ラ

ン

ク

王

国
の

領
土
が
ロ

ワ

ー

ル

河

以

南
に

撰
大
し

た
の

は

西
ゴ

ー

ト

戦
争
以

後
､

つ

ま

り
五

〇
七

年
以

後
で

あ

る
か

ら
､

こ

の

規
定
を

含
む

サ
リ

ー

法
典
の

成
立

も
五

〇
七

年
以

後
で

あ
る

こ

と
､

そ

し

て

サ

リ
ー

法
典
の

成
立

が

五

〇
七

年
以

後
で

あ

る

と

し
て

も
､

そ

れ

は

タ

ロ

ー

ド

ダ
イ

ア

ヒ

王
の

統
一

的
支
配
の

時
代

す
な

わ

ち
五

二
年
以

前
か
､

あ

る
い

は

五
一

一

年
以

後
.

か

れ
の

子
供

達
の

分
割
支
配
の

時
代
の

も
の

で

あ

る

か

に

つ

い

て

は
､

む

し

ろ

前
者
に

お

け

る

成
立

と

考
え
る

方
が

安
嘗
で

あ

る

こ

と
､

以
上

の

四

鮎
の

考
鐙
に

も
と
づ

き
､

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

は

A

テ

ク

ス

ト

す
な

わ

ち

法
典
の

原
初
本
の

成
立
を

タ

ロ

ー

ド

ゲ
イ

ッ

ヒ

王

治
下
五

〇
七

年
よ

り
五
一

一

年
の

間
と

結

論
す
る

こ

と

に

な

る

が
､

こ

れ

も

ま
た

H
･

ブ

ル

ン

ナ
ー

な

ど
の

古
典
的

見
解
と
一

致
す
る

も
の

で

あ

る
｡

B
､

C
､

D
､

E
､

E
の

各
テ
ク

ス

ト

の

成
立

年
代
に

つ

い

て

は
､

こ

こ

で

は

単
に

エ

ア

ク

ハ

ル

ト
の

結
論
の

み

を
か

か

げ

る
こ

と

と

す
る
｡

B

テ
ク

ス

ト

(

六

十

五

章
)

｡

ア

ウ
ス

ト

ラ

シ

ア

分
王

国
に

お

い

て
､

テ

ウ

デ

リ
γ

ク
一

世
(

五
一

一

-
五

三

三
)

､

テ

ウ

デ
ベ

ル

ト
一

世
(

五

三

三

-
五

四

八
)

あ

る
い

は

テ

ウ

デ
バ

ル

ト

王

(

五

四

八

-
五

五

五
)

の

時
代
に

成
立
｡

リ

ブ

リ

ア

法
典
お

よ
び

上

部
ド

イ

ツ

部
族
法
典
の

範
本
と

し

て

利
用
さ

れ

た
の

は

こ

の

テ

ク

ス

ト
で

あ

告

C

テ

ク

ス

ト

(

六

十
五

章
)

｡

五

六

七

年
よ

り
五

九
六

年
の

間
､

多

分

ダ
ン

ト

ラ

ム

王
の

分
王

国
ブ

ル

グ
ン

ド

に

お

い

て

成
立
｡

D

テ

ク

ス

ト

(

百

草
)

｡

ピ

ピ

ン

王

治
下
､

七

六
三

年
よ

り

七

六

四

年

の

間
に

成
立
｡

β3 3
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j

れ

て

い

を

よ

う
で

あ

る
｡

特
に

嘗
法
典
に

も

と
づ

き
､

自
由
で

平

等
な

権

利
を

持
つ

一

般
自
由
人

(

G
e

ヨ
e

ど
f

記
i

e
)

を

中
核
と
し

て

重
か

れ
て

来

た
フ

ラ

ン

ク

時
代
の

社
食
構
造
に

関
す
る

量
像
は
､

最
近
の

歴

史
研
究
の

諸
成
果
と

著
し
く

矛
盾
す
る

に

い

た
っ

て

い

る
｡

た

し
か

に
､

サ

リ
ー

法

的
に

お
い

て

規
定
さ

れ

て

い

る

フ

ラ

ン

ク

人
の

法
的
身
分
は
､

自
由
人

(

ど
g
e

n

岳
)

､

牛
自

由
人

(
-

-

t

宏
)

､

奴
隷
(

芳
ヨ
忌
)

の

三

種
で

あ

り
､

す
く

な

く

と

も

迭
的
身
分
と

し

て

の

貴
族
に

つ

い

て

の

規
定
は

存
在
し

な

(

8
)

い

か

ら
､

最
近
H
･

ダ
ン

ネ
ン

バ

ク

ア

ー

な

ど
に

よ
っ

て

主
張
さ

れ
て

い

る

貴
族
支
配
(

A
n

訂
-

臣
e

ヨ
琶
F
p

許
)

の

概
念
か

ら

す
れ

ば
､

サ
リ

ー

法

典
は

極
め

て

不

可
解
な

史
料
と

な

る

で

あ

ろ

う
し
､

ま

た

フ

ラ

ン

ク

王

国
(

9
)

に

お

け

る

ロ

ー

マ

人
の

地

位
に

つ

い

て

行
わ

れ

た

ダ

ン

ネ

ン

バ

ク

ア

ー

(

1 0
)

や
m
･

マ

イ

ヤ

ー

の

研
究
も
､

｡

-

マ

人
に

つ

い

て

サ

リ

ー

法
典
に

も

と

づ

い

て

董
か

れ

た

古
典
的
法
制
史
の

蓋
像
を

根
本
的
に

修
正

す
る

も
の

と

い

い

得
る

で

あ

ろ

う
｡

と
こ

ろ

で

こ

の

よ

う
な

事
賓
は
､

サ

リ
ー

法
典
の

史
料
的
償
催
そ
の

も

の

を

完
全
に

香
定
す
る

こ

と

を

意
味
す
る
の

で

あ

ろ

う
か
｡

た

し

か

に
､

そ
の

時
代
の

歴
史
的
現

賓
を

素
朴
に

反
映
す
る

史
料
の

み
が
､

歴
史
研
究

に

と
っ

て

史
料
的
償
値
が

あ

る
と

考
え

ら

れ

る

な

ら

ば
､

サ

リ

ー

迭
典
の

許

そ
の

よ

う
な

意
味
に

お

け

る

史
料
的
償
値
は

著
し

く

限
定
さ

れ

た

も
の

と

い

わ

ざ
る

を

得
な
い

｡

し

か

し

な
が

ら
一

般
に

法
律
史
料
が
､

そ

の

成
立

時
代
の

歴
史
的
現
箕
を

素
朴
に

反
映
す
る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

書

い

う
前
提
自
膿
が

む
し

ろ

問
題
で

あ

り
､

こ

こ

に

あ

ち

た

め
て

史
料
と

歴

り

史
的
現

賓
と
の

関
連
､

す
な

わ

ち

史
料
の

歴
史
的
性
格
の

問
題
が

提
起
さ

小

れ

る
の

で

あ
■
る
｡

エ

ブ

タ

ハ

ル

ト

に

よ
る

サ
リ

ー

法
典
の

研
究
､

な
か

ん

ず
く

法

典
成
立

史
研
究
は
､

も
っ

ぱ

ら

法

典
の

テ
ク

ス

ト

が

何
時
成
立
し
た

か

と
い

う
こ

と
に

闇
し
て

行
わ

れ

て

い

る
の

で

あ
り
､

こ

の

匙
に

つ

い

て

私
は

廉
い

意

味
で

の

史
料
批
判
の

原
理

的
な

問
題
と

し

て

疑
問
を

抱
か

ざ

る

を

得
な

い

｡

も

と
よ

り

史
料
刊
行
者
に

と
っ

て

は
､

史
料
の

成
立

年
代
の

考
謹
は

第
一

義
的
に

要
請
さ

れ

る

不

可
妖
の

僕
件
で

は
あ

る

に

ち

が
い

な
い

が
､

す
く

な

く

と

も

歴
史
研
究
者
に

と
っ

て

は

ー
も

ち

ろ

ん
こ

の

よ

う
な

分

業
意
識
白
鐙
が

問
題
で

は

あ

る

が

-
､

史
料
の

成
立

年
代
の

考
謹
を

も

含
め

て
､

史
料
の

歴
史
的
性
格
の

把
握
と
い

う
こ

と

が

史
料
批
判
の

本
質

的
課
題
で

あ

る

と

い

い

得
る

で

あ

ろ

う
｡

サ
リ

ー

法
典
に

如
し
て

い

え

ば
､

六

世
紀
初

頭
に

お

け
る

法
典
の

原
初
本
の
.
成
立
を

含
め

て
､

九
世
紀

初
頭
に

い

た

る

ま
で

の

約
三

世
紀
の

間
に

お
い

て

六

種
の

テ

ク

ス

ト
が

あ

の

よ

う
な

形
で

成
立

し

た
こ

と

の

歴
史
的
意
義
の

把
握
が

決
定
的
に

重

要

な
こ

と

な
の

で

あ

る
｡

よ

り

具
燈
的
に

い

え

ば
､

そ

も
そ

も

サ

リ
ー

法
典

が

ど
の

よ

う
な

歴
史
的
状
況
の

下
に
､

何
を

目

的
と

し
て

成
立

し
､

ま

た

晋
際
に

そ

の

法
に

よ
っ

て

何
を

把
握
し

得
た
の

か
､

と
い

う
問
題
で

あ

る
｡

エ

ァ

ク

ハ

ル

ト

の

法
典

成
立

史
研
究
に

お
い

て

は
､

意
識
的
か

無
意

識
的

に

か
､

右
の

問
題
に

應
え

よ

う
と

す
る

志
向
は

残
念
な
が

ら

認
め

ら

れ

な

ヽ

○

.

し

サ
リ

ー

法
典
の

歴

史
的
性
格
に

つ

い

て

の

か

つ

て

の

論
争
は
､

も
っ

ば

(

1 1
)

ら

そ

れ
が

慣
習
法
か

制
定
法
か

の

鮎
を

め

ぐ
っ

て

戦
わ
さ

れ

て

来
た

が
､

そ
の

い

ず
れ

の

立
場
に

立
つ

に

せ

よ
､

十
九
世

紀
以

来
の

古
典
的
な

法
制

史
家
の

基
本
的
立

場
は
､

初
期
中
世
の

汰
別
の

餞
展
に

封
す
る

フ

ラ
ン

ク

ー

ヘ

リ

籠
の

支
配
鈎
影
響
力
を

認
め
､

フ

ラ
ン

ク

王

国
は

フ

ラ
ン

ク

故
に

よ
っ

て

朗

酪
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け
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』

｢

ロ
O
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1
.

く

≡
e

ロ
e

聖
-

い

｢
e

河
e

ヨ
○

ぷ
仁

p
的
e

e

n

ロ
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芹

E
p

ユ
t
i

m
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ま
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p
.

N
-

P

勺
P
り
ー

ひ

(

｢

G
,

P
l

〕

原

茂

太

一

曳
船
(

挽
船
)

企
業
は
､

海
上

遅
速
企
業
､

救
助
企
業
な

ど

と

と

も
に
､

海
商
沃
の

研
究
封
象
で

あ

盲
が
､

こ

れ

か

ら

紹
介
し

ょ

う
と

す
る

著
書
は

海
上

曳
船
契
約
の

研
究
で

あ

る
｡

題
名
の

《

J
e

河
2

2
0

ぷ
∈

品
e

》

と
い

う
概
念
は

磨
い

意
味
を

持
つ

｡

著
者
は

そ
の
一

般
的
定
義
と

し
て
､

｢

企
固
し

た

移
動
を

途
行

す
る

た

め

評

に

必

要
な

手
段
を

持
た

な
い

か

も

し

く

は

持
た
な

く
な
っ

た

す
べ

て

の

物

髄
を

移
動
さ

せ

る

た

め

外
部
的
動
力
(

q
ロ
e

訂
3
e

ヨ
O
t

ユ
O

e

e

賢
か

ユ
1

e

弓
e
)

に

依
存
す
る

と

き
､

《

1

2

2
0

1

e
ト

品
e

》

が

存
在
す
る
｡

+

と

し
て

書

い

る
｡

従
っ

て
､

そ
の

中
に

は
､

船
舶
の

み

な

ら

ず
航
重

機
､

車
輌
の

曳

㈱

蛸
…
か
れ
鵬
…
…

粥
川

㍍
‖

‥

鮎
川
…

約

㌶
"

㍍
…

謂
悶

か

ら

海
上
に

お

け
る

曳
船
だ

け

を

と
り

出
し

て

み
て

も
､

そ

れ

は

種
々

の

形
を

と

り

う
る
｡

す
な

わ

ち
､

通
常
は

曳
船
契
約
に

基
い

て

行
わ

れ

る

で

あ

ろ

う
が
､

救
助
(

s

P

望
1

e
t

P

慧
)

や

救
援

(

p
∽

巴
告
知

ロ
O

e

)

の

場
合
に

も

行
わ

れ

る
｡

本
書
の

著
者
は
､

こ

れ

ら
の

い

わ

ゆ
る
《

3
m
O

ぷ
仁
p

慧
》

の

中
か

ら
､

海
上

曳
船
契
約
の

み

を

と

り

出
し
て

研
究
の

封
象
と

し
て

い

る
｡

も

と
も

と
､

曳
船
契
約
は

蒸
気
機
関
の

饅
明
に

よ
り

そ

の

隆
盛
が

可
能

と

な
っ

た

新
し
い

契
約
形
態
で

あ
っ

て
､

各
国
と

も

契
約
に

つ

い

て

の

法

の

規
定
を

持
た

ず
､

曳
船
契
約
か

ら

生

ず
る

諸

問
題
の

解
決
お

よ

び

曳
船

契
約
の

膿
系
化
は
､

学
説
･

判
例
の

研
究
に

ゆ

だ

ね

ら

れ
て

い

る

の

が

賓

情
で

あ
る
｡

一

方
わ
が

国
で

は
､

こ

れ
に

つ

い

て

の

研
究
は

少
な

く
､

判
例
も

ま

た

生

起
し

う
る

で

あ
ろ

う

諸
問
題
の
一

部
に

答
え

て

い

る
に

す
ぎ

な
い
｡

曳

船
契
約
に

つ

い

て

は

将
来
の

研
究
に

ゆ

だ

ね

ら
れ

る

と
こ

ろ
が

き

わ

め
て

大
き

い

と
い

え

る
｡

こ

の

よ

う
な

時
に
､

本
書
は
､

責
務
家
(

群

諸
士
)

た

る

両

署
者
が
､

フ

ラ

ン

ス

海
法
に

お

け

る

曳
船
契
約
に

つ

い

て

の

学
説
･

判
例
の

履
展
の

段
階
を

我
々

に

示

し

て

く

れ

る

も
の

で

あ

る
｡

本
書
の

大
要
は
■､

曳
船
の

歴
史
お
よ

び

技
術
､

法
律
上
の

淵
漁

.

.
契
約
上
の

淵
漁
､

畢
謀
判
例
に

お
′

け

る

大
き

な

論
争
鮎
に

わ

け

ら

れ
て

い

る
｡

本
書
に

お

け
る

特
色
と
い

え

ば
､

つ

ぎ
の

よ

う
な

鮎
に

あ
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

第
一

に
､

著
者
は
一

六
の

企
業
に

つ

き

約
款
の

規
定
を

整
理

し
､

そ

れ

を

佳
系
化
し
､

い

わ

ば

約
款
の

形
に

お
い

て

行
わ

れ

る

生

き

た

曳
船
契
約
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